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　今回初めて実施した「出前 議会意見交換会」には２つの団体からお申し込み
をいただきました。各団体から出されたテーマを所管するそれぞれの常任委
員会で対応させていただきました。

令和７年２月18日
18名
（粕屋宅建会10名、議員８名）

　粕屋宅建会の皆さんとは、令和５年10月
にも議会報告会の一環として意見交換会を
しましたが、今回改めてお申し込みをいただ
きました。
　今回は「人口を増やすには」をテーマとし
て、問題点や改善案の共有などを行いまし
た。出された主な意見は以下のとおりです。

　それぞれの立場から活発に意見が出され、予定の２時間では話しつくせないほどでした。
　最後に、今後も引き続き定期的に意見交換会を実施していくことを約束し閉会しました。

・家を建てるのにも土地が少なく、値段も高すぎる
・空き家をリノベーションして新しい住民を呼び込めないか
・住宅地の高さ制限や容積率を見直すことで住宅を増やすことはできるのでは
・規制を緩和し、町内に６つある駅の駅前再開発を行っては
・町内に点在する工場等を都市計画の変更により集約できないか
・市街化調整区域内の集落の空き家と空き地に対する政策が必要では
・特区制度による制限緩和で、都市計画関係の制限を一定期間緩和できないか
・土地区画整理事業や地区計画で人口の社会増を図れるのでは
・移住を促進する目に見える形のメリットをＰＲしては

総務建設常任委員会
実 施 日
参加人数

テーマ：人口を増やすには？
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令和７年２月２０日
9名（町内ＮＰＯ法人有志４名、議員５名）

　環境問題や学校教育、障がい者(児)支援などについて、
日頃の業務や日常の中で感じていることをカフェスタイルで語り合いました。
　出された意見の一部を紹介します。

出前

　今回は、多岐にわたる貴重なご意見をいただきました。皆さまの率直な声を伺い、改めて町の未来を共
に考える大切さを実感しました。ご意見を参考に、少しでも町の施策に反映できるよう進めていきます。

文教厚生常任委員会

・使わなくなった中学校の制服や小中学校の体操服・ランドセルやカバンなどまだ使用できる物を
 譲渡する仕組みづくりやリサイクルの促進ができないか
・先進自治体で実施されているリサイクル方法を参考に、住民の意識向上を

❶ ごみの分別徹底やリサイクルについて

・地元企業などと連携し、フードバンクやフードドライブ活動の仕組みを構築
や貧困家庭への支援を町が推進しては
・家庭の事情で満足に朝食を摂れない子どもたちを支援するため、学校で軽
食の提供ができないか

❷ 食品廃棄の削減について

・毎日水筒を持参することが当たり前になっているが、学校の水道水が飲めることの周知が必要なのでは
・民間の力を借りて通学路沿線に給水スポットを設置できないか

❸ 小・中学校での給水事情について

・性教育が小中学校でどの程度行われているか議会で確かめてほしい
※男女問わず家庭内での性被害の実例もあり、虐待や性被害と気付いていない子どもも多くいる。

❹ 小学校での性教育の早期導入について

・糟屋中南部６町は地域生活相談支援の対応が遅れているので、障がい者支援の拠点設置を働  
　きかけてほしい

❺ 地域生活相談支援拠点について

実 施 日
参加人数
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　一般会計が前年度から１４億７６００万円増加し、４年連続で２００
億円を超える過去最大の予算規模となりました。また、特別会計と
企業会計を合わせた予算総額では、１３億６５３９万円の増となりま
す。なお、財政不足を補うため、財政調整基金から８億８７００万円の
繰り入れを計上するとともに、ふるさとづくり寄附金の意向を反映
し、ふるさとづくり基金から３億７３６２万円を繰り入れます。

○社会福祉総務事務
　福祉総合計画策定業務委託料
地域福祉や障がい者、高齢者等に関する町の福祉課題に、
総合的に対応するため、福祉分野の一体的な計画として、
福祉総合計画の策定に着手します。

万円899

万円45事業 億162 6772

基本
目標

3
誰もが安心して幸せに
暮らせるやすらぎのまち

○行政経営推進事業
　第６次総合計画の策定
総合計画と総合戦略を一体化した第６次総合計画の策定
が進められています。
今後のまちづくりを進めるうえで、重要な計画であるた
め、町民の積極的な参画と、議会としても意見や提案が
反映されるよう、取りまとめていきます。

万円2550

万円28事業 億23 5925

基本
目標

4
健全で持続可能な
行政経営をめざすまち

〇災害対策事業

6月１日に、町全体の防災力の向上および防災意識を高め
るため、自主防災組織等関係機関と連携した総合防災訓
練を実施するほか、防災行政無線の更新工事を行います。

万円億6 4723

安心して生活できるまちづくり

〇市制対策事業

多くの方が町を訪れ、その魅力を直接感じていただけ
るよう、駕与丁公園での「パンマルシェ」の開催や原付
バイクのご当地ナンバー作成等に取り組み、町の魅力
をＰＲします。
議会では、人口増、定住、企業立地などのための基盤整
備が必要ではとの意見が出ました。

万円1667

誇れるまちづくり

総合計画高校生ワークショップ

他自治体例

予算
対前年度比
6.9%⬆

一般会計 
227億3200万円

対前年度比
2.3%⬇

特別会計 
  7 1億2568万円

対前年度比
1.5%⬆

企業会計 
  3 7億2354万円
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〇子ども医療費助成事業

令和７年10月から、子ども医療費の助成対象を高校生
世代まで拡大し、子育て世帯の経済的負担軽減を図り
ます。

万円億2 8151

子育てしやすいまちづくり

○防犯対策事業
ⅠoＴを活用した子ども見守りシステムＱottabyを高齢者
まで拡充させる実証事業を行います。
高齢者の安全確保および家族の負担軽減に向けた取り
組みです。

万円2450

万円39事業 億48 8917

基本
目標

1
つながりと交流を深め、
心豊かな人を育む協働のまち

○交通対策及び九州大学
　跡地調査研究事業
九州大学跡地の活用について、まちづくりの土地利用等
の方針を具体化させる業務を行います。また購入に向け
て、協議を進めるため、不動産鑑定を実施します。

万円2788

万円27事業 億36 7655

基本
目標

2
都市と自然が調和し、
快適に暮らせる活力あるまち

〇地域公共交通対策事業

交通弱者が安心して生活できるよう、交通事業者等と
連携し、移動の利便性向上や公共交通の維持、活性化
を目指し、ＡⅠオンデマンドバスの実証運行を行います。

万円億1 4245

住みやすいまちづくり

新制度（令和7年10月診療分から）

子ども医療の助成対象を高校生世代までに拡大します

自己
負担額

0歳～
小学校就学前

小学生
中学生

500円/月
（上限）

500円/月
（上限）

無　料
無　料

無　料

高校生世代

通　院

入　院

議会が　　 したのは、この注目 予算
予算総額 335億8122万円 対前年度比

4.2%⬆7
令和

年度

町長の施政方針から

第５次総合計画後期基本計画から
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○低所得世帯の食料品やエネルギー関係等の消費支出に対する物価高の影響による負担感
を軽減するために実施する物価高騰対策給付金について、申請期限を令和 7年 7月31日
とし、令和7年度も継続して実施することになったため、繰越明許費を計上するもの。

226億1391万円総額

2億200万円　増額　 

・価格高騰緊急支援給付金給付事業　1億4625万円の増

 （1）基準日　令和 6 年12月13日

 （2）給付額

　　①令和6年度住民税非課税世帯1世帯当たり一律3万円

　　②基準日に18歳以下の児童（平成18年 4月2日以降に生まれた者）が

　　　世帯内にいる場合1人当たり2万円を加算

 （3）対象者数　

　　①4,000世帯程度　②1,000人程度 粕屋町議会
イメージキャラクター
「かすカモ」

粕屋町議会
Y uTube
チャンネル 粕屋町議会 YouTube

チャンネル登録をよろしくお願いいたします。 

議会の様々な
情報発信中！！

令和 7 年1月16日に開催され、町長提出の議案11件を審議しました。
（審議結果は７ページに記載しています。）

令和７年　第１回（１月）臨時会

令和 6年度一般会計補正予算
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財政調整基金が順調に積み増しされている。
　令和 6年度の決算においてもさらに積み増しがされるのではないか。その
点に関しては良いことではあるが、財政調整基金の使途についてはさらなる
有効活用をしっかりと検討していくべきではないか。

議会の意見　予算特別委員会委員長報告から

221億976万円総額

5億415万円　減額　 

・町民税法人分　　　5580万円を増額し、総額6億8597万円

・寄 付 金 4億3918万円を減額し、総額7億6413万円

 主力返礼品の生産体制の変更により、提供可能数が減少したことによる。

令和 6年度一般会計補正予算

　会期は 2 月27日から 3 月17日までの19日間で開催され、町長から
提出された議案31件、諮問1件を審議しました。
　　　　　　　　　　　　（審議結果は８ページに記載しています。）

令和７年　第１回（３月）定例会

議
案
番
号

一目でわかる審議結果
小
池 
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基

安
藤 

和
寿

山
𦚰 

秀
隆

本
田 

芳
枝

久
我 

純
治

田
川 

正
治

福
永 

善
之

川
口 

　
晃

鞭
馬 

直
澄

案
浦 

兼
敏

井
上 

正
宏

末
若 

憲
治

宮
﨑 

広
子

杉
野 

公
彦

田
代 

　
勘

古
家 

昌
和

賛
成(

人)

採
決
結
果

◎議案名
（わかりやすい文言に置き換えています）

※議長は採決に加わりません〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席

令和７年１月臨時会に提出されたのは、議案11件です。

5 14 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇令和６年度　一般会計補正予算（第７回） 可
決

議案
番号

議案
番号

以下の議案は令和７年１月臨時会にて全会一致で原案通り可決（承認・同意）しました
◎議案名 ◎議案名

1

2

3

4

6

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正

議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正

令和６年度　国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

7

8

9

10

11

令和６年度  後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）

令和６年度  介護保険特別会計補正予算（第３回）

令和６年度  水道事業会計補正予算（第３回）

令和６年度  流域関連公共下水道事業会計補正予算（第３回）

和解及び損害賠償の額を定めることについて
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「手数料徴収条例の一部改正」についての討論 可決議案23号

福永 善之反対討論
　期間限定でマイナンバーカードを使用し
て証明書のコンビニ発行手数料を10円に
する条例の改正に反対する。
　実質無料のサービスに賛同できないから。
行政サービスの実質無料化は、物価高に苦
しむ町民支援に見えるが、その財源を最終
的に支払うのは町民だ。
　財源には、サービスを受けない者が納めた税
金が含まれている。町民の可処分所得を増や
すためには、行政サービスの広大化からの転換
や、受益者負担の導入をするべき。

ふく なが よし　ゆき

田川 正治   反対討論
　法の下での平等性からも、公共料金の手
数料金で町民を差別化することは、絶対
あってはならないことだ。
　役場窓口での戸籍謄本の証明書は４5０
円だが、コンビニでは１０円だ。税の公平性
に反する。
　公共料金や手数料などの負担を軽減する
ためには、窓口での交付手数料をはじめ、特
に高齢者や障がい者など、社会的弱者と言
われる町民の皆様への、公共料金の負担軽
減こそが求められる。

た　 がわ　  まさ  はる

末若 憲治賛成討論
　各種証明書発行手数料の減額による負
担軽減だけでなく、来庁が不要なノンス
トップ行政の取り組みとしての側面、また、
職員の負担軽減にもつながる議案でもあ
り、議会として、職場環境の改善や仕事内
容の見直しを行うように求めている点から
しても賛成すべきだと考える。
　また、コンビニでコピーを行う際、1枚１０
円であり、職員の手間がかからないコンビ
ニ交付としては金額的に妥当だと判断をし、
賛成討論とする。

すえ わか 　 けん 　じ

「令和７年度  一般会計予算」についての討論　　

福永 善之反対討論
　一般会計予算に反対する。個別の賛同できない事業予算につい
ては、委員会の場で質疑をしており、本会議の場では個別事業の明
示を割愛する。
　３つの視点から反対する。
１つ目は、前例踏襲の既存事業への予算付け
２つ目は、現代テクノロジーを活用できていない予算付け
３つ目は、受益者負担が不十分な予算付け

可決議案30号
ふく なが よし　ゆき

田川 正治賛成討論
　子育て支援の予算編成であり賛成する。特に、高校生までの入院
無料と通院就学前まで無料の助成制度だ。さらに、３年生からの待
機児童解消のため、学童保育所の施設の増設。学校給食費の値上
げ据え置き。中央保育所や西小学校などに、太陽光発電設備の設
置などがある。
　国の予算や県の助成などを積極的に活用して、町独自の暮らしと
福祉関連の施策を拡充するための予算を確保することを求める。

た　がわ　  まさ　はる

粕屋町議会
イメージ
キャラクター
「かすカモ」

右のQRコードより採決の様子を 
ホームページでもご覧になれます。

▶
定
例
会

　
　
開
会
日

▶
臨
時
会

▶
定
例
会

　
　
閉
会
日
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以下の議案は令和７年３月定例会にて全会一致で原案通り可決（承認・同意）されました

令和7年３月定例会に提出されたのは、議案３１件、諮問１件です。

◎議案名はわかりやすい
　文言に置き換えています

◎議案名 ◎議案名

〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席

23
27
28
30
32
36
37
42

12
13
14
15
16
17
18
19

20

21
22
24

11
13
13
14
13
14
14
14

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

●
●
●
〇
●
〇
〇
〇

●
〇
〇
●
〇
●
●
●

●
●
●
〇
●
〇
〇
〇

●
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

手数料徴収条例の一部改正
令和６年度  国民健康保険特別会計補正予算（第５回）
令和６年度  後期高齢者医療特別会計補正予算（第４回）
令和７年度  一般会計予算
令和７年度  後期高齢者医療特別会計予算
工事請負契約の締結（中央小学校体育館  第１期大規模改修工事）
工事請負契約の締結（粕屋中学校体育館  第２期大規模改修工事）
工事請負契約の締結（防災行政無線更新工事） 

教育委員会教育長の任命同意 （恵良 章治 氏）
固定資産評価審査委員会委員の選任同意（中園 二郎 氏）
固定資産評価審査委員会委員の選任同意（山本 美由紀 氏）
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
有給職員等の旅費に関する条例の一部改正
職員の勤務時間に関する条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例の一部改正
職員の休日及び休暇に関する条例の一部改正

子ども医療費の支給に関する条例の一部改正
ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上
並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成
基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

え らしょうじ

なかぞのじろう

やすこうちひろこ

やまもとみ ゆ き

町立小学校及び中学校の施設使用料条例の一部改正
令和６年度　一般会計補正予算（第８回）
令和６年度　介護保険特別会計補正予算（第４回）
令和７年度　国民健康保険特別会計予算
令和７年度　介護保険特別会計予算
令和７年度　水道事業会計予算
令和７年度　流域関連公共下水道事業会計予算
住居表示を実施すべき区域及び当該区域内の住居表示の方法

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（安河内 浩子 氏）

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議案番号

25
26
29
31
33
34
35
38

39

40
41
諮問１
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「工事請負契約の締結（防災行政無線更新工事）」についての討論　　

福永 善之反対討論
　防災行政無線更新工事に反対する。理由は、テクノロジーが発展
している現在において、旧態依然の情報伝達方法に税金を投下して
いるから。町は、旧態依然の手法を取り入れながら、現代テクノロ
ジーも取り入れるということをやっている。このことは、情報伝達分
野への予算規模が大きくなり、町民への税負担が増えることを意味
する。全国の自治体の中には、アナログ方式の伝達手段を廃止し、安
価な手法を導入する事例もある。

可決議案42号
ふく なが よし　ゆき

鞭馬 直澄賛成討論
　防災無線は、災害時に刻々と変わる状況を素早く的確に住民に
伝えることができる。それにより住民が適切な行動をとることがで
き、被害を少なくすることにつながる。
　大船渡市の大規模な山火事でも防災無線の強みが発揮されて
おり、必要性を強く感じている。
　粕屋町の5万人近い住民を災害から守り、被害を少なくするため
には「防災無線の情報伝達機能を上げる」ことは非常に重要なこと
であり、防災行政無線の更新工事に賛成する。

むち　 ま　　 なお　ずみ

・「選ばれるまち」では、１０年後のあるべき姿が弱いのでは。
・「選ばれるまち」を目標とすることには、違和感がある。

　令和７年１月16日の委員会では、基本構想の骨子案が示され、質疑を行いました。ここで出された
意見を取りまとめ、1月27日に特別委員会の意見書として町へ提出しました。

・これからも、土地区画整理事業により宅地化を進め、人口増を図ろうとしており、基本理
念との矛盾を感じる。
・５０年前からの基本理念を踏襲しているが、何をしていくのか不明である。若い人にも魅
力ある基本理念とすべきである。

第6次粕屋町総合計画の基本構想案について、意見書を提出

１まちづくりの基本理念
①「太陽と緑のまち」について

２まちの将来像
「選ばれる  住み続けたいまち  かすや」について

・これからは、町民が新たなものをイノベーションしていこうという時代。協働の文言を残
す必要があるのか。
・これからは、人口減少の時代になるので、「未来につながるまち」としては。

②「みんなでつくる未来の町」

　令和 7年 3 月13日の委員会では、意見書を踏まえ修正された基本構想案（パブリックコメント用）
が示され、これについての質疑やパブリックコメントの周知方法についての要望を行いました。
　今後、総合計画のワークショップやシンポジウムも開催される予定です。町民の皆さんの積極的な
参画により「町民による、町民のための総合計画」が実現するよう、議会も一緒になって取り組んでい
きます。

　（特別委員会からの主な意見）

総合計画策定特別委員会
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町政を問う　一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の始めに行っています。議員は町政全般にわたって、
町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。

※質問、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の下に掲載しております。
また写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページに掲載】をご参照ください。

令和７年３月
３日～４日実施

①近隣自治体との合併は

①遺品整理ごみ等は別枠許可しては

①「新生・かすやプラン」とは

　
①令和７年度施政方針について問う

①いじめ問題解決に行政の関わりは

①AIオンデマンドバスの料金体系は

①高校生世代までの医療費無料化は
②国民健康保険税の負担軽減を

　　
①町民への「米不足対策」は
②JR原町駅と門松駅に全快速停止を

　
①総合防災訓練実施に対する意欲は

①駕与丁公園周辺の開発は
②冠水時の事故、町は責任を取れるのか

掲載は
質問順としています。

おめでとう
ございます
　小池弘基議長と田川正治議員
が、町議会議員として在職15年
に達し、議会活動を通じ地方自治
の発展のために大きな役割を果
たしていることにより、全国町村
議会議長会および福岡県町村議
会議長会から表彰されました。

こいけひろもと たがわまさはる

川口 晃 議員11P

田川 正治 議員11P 福永 善之 議員13P

鞭馬 直澄 議員12P

久我 純治 議員12P

杉野 公彦 議員13P

案浦 兼敏 議員14P

山𦚰 秀隆 議員14P

宮﨑 広子 議員15P

本田 芳枝 議員15P
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原
町
駅
と
門
松
駅
に
は
快
速
が
停

車
し
な
い
便
が
あ
る
。「
快
速
は
全
て

門
松
駅
に
も
停
め
て
欲
し
い
」と
の

要
望
が
あ
る
。時
刻
表
を
見
る
と
、柚

須
駅
で
停
車
す
る
快
速
で
、原
町
駅
、

門
松
駅
に
停
ま
ら
な
い
列
車
が
何
本

も
あ
る
。J
R
と
の
協
議
で
こ
の
件

に
つ
い
て
相
談
し
て
は
。

　
原
町
駅
と
門
松
駅
の
快
速
列
車
の
停

車
は
令
和
３
年
３
月
に
、昼
の
11
時
か

ら
16
時
の
時
間
帯
に
停
車
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。J
R
福
北
ゆ
た
か
線
の
路
線

体
系
は
、各
駅
の
乗
車
人
数
や
運
行
時

間
帯
、上
下
線
の
運
行
形
態
、車
両
の
数

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を
全
体
で
最
適

な
路
線
体
系
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
全

て
の
快
速
列
車
を
停
車
さ
せ
る
こ
と
は

難
し
い
と
推
察
さ
れ
る
が
、快
速
列
車

の
停
車
本
数
の
増
加
を
要
望
し
た
い
。

　

　
２
０
２
３
年
６
月
ま
で
の
１
年
間

の
主
食
用
米
は
４４
万
ト
ン
足
り
な
か
っ

た
の
で
は
。米
価
の
暴
騰
は
米
不
足

が
続
い
て
い
る
か
ら
だ
。町
と
し
て

町
民
保
護
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な

対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

町
と
し
て
も
、生
産
者
に
は「
ま
だ

ま
だ
減
反
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
、ど
ん
ど

ん
作
っ
て
下
さ
い
」と
言
い
な
が
ら
、

生
産
意
欲
を
増
す
施
策
を
行
な
っ
て

い
る
。消
費
者
に
は
、２
年
前
高
齢
者

を
対
象
に「
お
こ
め
券
」を
配
布
し
た

が
、そ
う
い
っ
た
施
策
も
考
え
て
い
る
。

そ
の
辺
の
消
費
者
支
援
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川口

川口町長

都市計画課長

　

町
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、収
入

４
０
０
万
円
４
人
世
帯
で
は
、全
国

１
７
３
６
自
治
体
で
96
番
目
の
高
さ
。

収
入
２
４
０
万
円
の
単
身
世
帯
で
は

全
国
73
番
目
だ
。全
国
的
に
も
、条
例

減
免
を
自
治
体
が
制
度
化
し
て
負
担

軽
減
し
て
い
る
所
が
あ
る
。町
と
し

て
検
討
さ
れ
た
か
。

　
県
に
納
め
る
事
業
費
納
付
金
な
ど

を
考
慮
し
た
場
合
、保
険
税
率
の
引

き
下
げ
は
現
時
点
で
は
難
し
い
状
況

だ
。高
校
生
世
代
以
下
の
均
等
割
り

の
廃
止
や
減
免
、多
子
世
帯
の
減
免

な
ど
の
実
施
は
、受
給
者
負
担
の
原

則
が
あ
る
の
で
、今
後
も
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

　
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
や
助
成
の
実
施
は
。

　

対
象
者
の
自
己
負
担
限
度
額
を
、

入
院
は
０
歳
児
か
ら
高
校
生
世
代
ま

で
無
料
と
し
、通
院
に
つ
い
て
は
０
歳

か
ら
就
学
前
は
無
料
、小
学
生
か
ら

高
校
生
世
代
ま
で
に
つ
い
て
は
、一
医

療
機
関
に
つ
き
、ひ
と
月
５
０
０
円
ま

で
と
す
る
。令
和
７
年
10
月
の
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

住民福祉部長

　　　　　　　　　高
校
生
世
代
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
は

高
校
生
世
代
ま
で

拡
大
す
る
予
算
を
計
上

町
長

住民福祉部長 田川

田川

田
川 

正
治

た
　
が
わ
　 

ま
さ 

は
る 

動画はコチラから

議員

国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
を

引
き
下
げ
は

現
時
点
で
は
難
し
い

住
民
福
祉
部
長

その他の質問
①
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
と
軽
減

の
実
施
を

②
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
、耐
熱
窓
の
公

的
助
成
を

③
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
役
割
は

川
口 

晃

か
わ 

ぐ
ち
　
あ
き
ら

議員

動画はコチラから

町
民
へ
の

「
米
不
足
対
策
」は 

「
お
こ
め
券
」の
配
布
も

考
え
ら
れ
る

町
長

JR
原
町
駅
と
門
松
駅
に

全
快
速
停
止
を 

停
車
本
数
の
増
加
を
要
望
し
た
い

都
市
計
画
課
長
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総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
背
景

と
目
的
は
。

　
令
和
５
年
度
の
町
民
意
識
調
査
結

果
か
ら
、災
害
全
般
に
対
す
る
住
民
の

危
機
意
識
が
低
い
と
認
識
し
て
い
る
。

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
。日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
危
機

意
識・防
災
意
識
を
醸
成
す
る
機
会
を

創
設
し
、防
災・減
災
に
つ
な
げ
た
い
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
は
ど
の
災
害
に

対
し
て
実
施
す
る
の
か
。

　
町
に
最
も
被
害
を
及
ぼ
す
警
固
断

層
帯
の
南
東
部
を
震
源
と
し
た
地
震

を
想
定
し
て
い
る
。

　
参
加
対
象
者
は
。

　

町
民
、自
主
防
災
組
織
、消
防
団
、

粕
屋
南
部
消
防
組
合
、町
職
員
、粕

屋
警
察
署
、九
州
電
力
な
ど
。

　
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
向
上
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
一
緒
に

実
施
で
き
な
い
が
、小
中
学
生
に
授
業

の
一
環
で
行
え
る
防
災
訓
練
の
実
施

を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
言

葉
で
防
災・減
災
の
必
要
性
を
保
護
者

に
訴
え
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
が
あ

り
、ど
こ
か
の
機
会
で
実
施
し
た
い
。

　

訓
練
の
目
的
は
意
識
を
高
め
る
こ

と
。自
分
自
身
で
自
分
の
命
を
守
る
、

家
族
を
守
る
、地
域
を
守
る
意
識
を

高
め
、地
域

と
家
庭
、そ

し
て
企
業
も

一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
む

防
災
意
識
の

高
い
町
に
し

て
い
く
の
が

私
の
役
目
だ
。

鞭馬

鞭馬

鞭馬鞭馬

久我

久我

久我

協働のまちづくり課長

協働のまちづくり課長

協働のまちづくり課長

協働のまちづくり課長町長

総
合
防
災
訓
練
実
施
に

対
す
る
意
欲
は

防
災
を
真
剣
に

考
え
て
い
く
元
年
に

町
長

　
長
者
原
下
区
公
民
館
前
の
道
路
が

度
々
冠
水
す
る
が
、危
険
と
思
わ
な

い
の
か
。

　

冠
水
し
た
道
路
は
、水
路
と
の
境

界
が
判
断
で
き
ず
、危
険
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
公
民
館
の
所
は
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
だ
。

万
が
一
人
身
事
故
が
あ
れ
ば
、町
は

責
任
が
取
れ
る
の
か
。以
前
の
部
長

は
責
任
を
取
る
と
言
っ
た
が
。

　

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、水
路
の

周
辺
に
フ
ェ
ン
ス
と
注
意
喚
起
の
看

板
を
設
置
。豪
雨
時
に
は
重
点
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、事
故
防
止
に
努
め

て
い
る
。

　
責
任
を
取
る
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
も
対
策
を
講
じ
て
き
て

お
り
、一
概
に
町
に
責
任
が
あ
る
、な

い
と
い
う
こ
と
は
、こ
の
場
で
の
答
え

は
難
し
い
。

  

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
は
し
た
か
。

　
飲
食
事
業
者
対
象
に
、令
和
２
年
に

実
施
。公
園
利
用
者
が
未
知
数
で
あ
り
、

収
益
面
で
見
通
し
が
立
た
ず
、出
店
に

は
前
向
き
に
な
れ
な
い
と
回
答
が
あ
っ

た
。

　
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
は
で
き
た
か
。

　
企
業
立
地
対
策
事
業
を
令
和
２
年

度
よ
り
実
施
。県
と
市
町
村
が
連
携

し
、企
業
立
地
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
計
画
的
開
発
を
す
る
の

か
、企
業
と
の
話
し
合
い
で
す
る
の
か
。

　

宝
と
な
る
町
有
地
も
あ
り
、町
の

発
展
の
た
め
の
大
き
な
起
爆
剤
と
考

え
て
い
る
。

駕
与
丁
公
園
周
辺
の

開
発
は

宝
と
な
る
町
有
地
、町
発
展
の
起
爆
剤

町
長

都市政策部長都市政策部長町長

上下水道課長道路環境整備課長都市政策部長

久我

久我久我

鞭
馬 

直
澄

む
ち
　
ま
　
　
な
お 

ず
み

議員

動画はコチラから動画はコチラから

動画はコチラから

久
我 

純
治

く
　 

が
　
　
じ
ゅ
ん
じ 

議員

冠
水
時
の
事
故
、

町
は
責
任
を
取
れ
る
の
か

こ
の
場
で
の
答
え
は
難
し
い

都
市
政
策
部
長

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査（
対
話
型
市
場
調
査
）

地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
や
施
設
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見

や
提
案
を
求
め
、事
業
へ
の
有
用
な
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
。

※

じ
ょ
う
せ
い

24時間365日の
消防団活動に感謝
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い
の 

う
え
　 

ま
さ 

ひ
ろ

副町長
　
遺
品
整
理
業
者
と
本
町
の
許
可
業

者
２
社
か
ら
見
積
り
を
取
れ
ば
、価

格
比
較
は
で
き
る
と
思
う
。

　
フ
ェ
ア
で
な
い
。遺
品
整
理
業
者
は

収
集
運
搬
許
可
が
な
い
の
で
、別
枠

で
許
可
業
者
に
依
頼
し
な
い
と
い
け

な
い
。人
件
費
な
ど
が
余
計
に
必
要
。

比
較
で
き
な
い
か
ら
許
可
を
出
す
べ

き
と
い
う
話
を
し
て
い
る
。

　

許
可
は
、町
の
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
が
困
難
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。

現
在
は
安
定
的
な
体
制
が
整
っ
て
お

り
、新
規
の
許
可
は
必
要
な
い
。

　
住
民
に
比
較
検
討
す
る
機
会
を
与

え
な
い
の
が
適
正
な
の
か
。私
は
そ

う
は
思
わ
な
い
。

　

遺
品
整
理
の
許

可
も
福
岡
市
は
特

例
。本
町
と
は
規
模

が
違
う
。郡
内
で
も

許
可
を
出
し
て
い

る
所
は
な
い
。理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
「
事
業
系
ご
み
と
遺
品
整
理
系
ご
み

の
収
集
運
搬
許
可
は
別
枠
に
す
べ
き
」

と
９
月
の
一
般
質
問
で
進
言
し
た
が
、

そ
の
後
調
査
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

　

福
岡
市
で
は
、遺
品
整
理
と
引
っ

越
し
ご
み
に
つ
い
て
限
定
許
可
を
出

さ
れ
て
お
り
、事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

は
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
利
便
性
の
向
上
や
価
格
比
較
と
い

う
点
で
考
え
る
と
、本
町
で
も
同
様

の
許
可
は
可
能
だ
と
思
う
が
。

　

本
町
の
許
可
業
者
は
、遺
品
整
理

ご
み
等
に
つ
い
て
は
臨
時
収
集
で
対

応
し
て
お
り
、別
枠
許
可
は
必
要
な

い
と
考
え
る
。

　
価
格
比
較
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

遺
品
整
理
ご
み
等
は

別
枠
許
可
し
て
は

安
定
的
な
収
集
体
制
が
あ
り

必
要
な
い

道
路
環
境
整
備
課
長

杉野杉野

杉野杉野

　

村
上
総
務
大
臣
は
、個
人
的
見
解

と
断
っ
た
上
で
、「
将
来
的
な
人
口
減

少
を
踏
ま
え
、全
国
１
７
０
０
近
く

あ
る
地
方
自
治
体
は
３
０
０
〜
４
０

０
で
済
む
。」と
発
言
。ち
な
み
に
、福

岡
県
は
、粕
屋
町
を
含
め
６０
自
治
体

で
、内
訳
は
、市
２９
・
町
２９
・
村
２
。大

臣
の
発
言
に
対
し
、町
の
考
え
は
。　

　　

自
治
体
数
を
少
な
く
し
た
後
の
検

証
が
で
き
て
お
ら
ず
、今
の
段
階
で

は
、広
域
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
近
隣
自
治
体
と
の
合
併
の
必
然
性

は
。

　

町
は
、都
市
圏
の
一
員
と
し
て
発

展
し
て
お
り
、今
の
時
点
で
は
、合
併

の
必
然
性
は
な
い
と
思
う
。

 

 

 

 

　

近
隣
自
治
体
は
、同
じ
よ
う
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
別
々
に
運
営
し
て
い

る
。小
さ
な
自
治
体
が
同
じ
こ
と
を

別
々
に
や
る
と
行
政
コ
ス
ト
が
相
当

か
か
る
。合
併
し
て
行
政
コ
ス
ト
を

減
ら
し
、住
民
に
税
金
を
還
元
し
て

い
く
と
い
う
考
え
が
必
要
で
は
。

　

住
民
の
方
は
、税
金
が
安
い
方
が

良
い
。し
か
し
、日
本
が
抱
え
て
い
る

問
題
で
あ
る
、少
子
高
齢
化
と
い
う

前
提
で
言
え
ば
、高
齢
者
が
増
え
、障

が
い
者
の
方
も
最
近
多
く
な
っ
て
い

る
。福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
ら

れ
な
い
。教
育
関
係
の
建
物
は
老
朽

化
し
て
い
く
。子
ど
も
の
数
に
合
わ

せ
て
合
併
し
て
い
け
ば
施
設
を
減
ら

す
こ
と
は
可
能
だ
が
、現
在
、町
に
お

い
て
は
、ひ
っ
迫
し
た
問
題
に
至
っ
て

い
な
い
。

福永福永

福永

町長

町長

道路環境整備課長

道路環境整備課長 道路環境整備課長

道路環境整備課長

町長

近
隣
自
治
体
と
の

合
併
の
必
然
性
は

今
の
時
点
で
は
、

必
然
性
は
な
い

町
長

福
永 

善
之

ふ
く 

な
が   

よ
し 

ゆ
き

議員

動画はコチラから

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査（
対
話
型
市
場
調
査
）

地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
や
施
設
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見

や
提
案
を
求
め
、事
業
へ
の
有
用
な
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
。杉

野 

公
彦

す
ぎ
　
の 

　 

き
み 

ひ
こ

動画はコチラから

議員

杉野
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令
和
７
年
度
施
政
方
針
で
新
た
に

出
さ
れ
た「
新
生
・
か
す
や
プ
ラ
ン
」

と
は
何
か
。ま
た
総
合
計
画
と
の
関

連
は
。

　

今
や
人
口
５
万
人
に
迫
る
勢
い
の

町
に
と
っ
て
、こ
れ
か
ら
先
の
成
長
に

必
要
な
も
の
、そ
れ
は「
経
済
発
展
」

だ
。こ
れ
か
ら
の
競
争
社
会
に
勝
ち

残
る
た
め
に
は
、人
口
増
だ
け
で
は

駄
目
だ
。こ
の
プ
ラ
ン
は
、企
業
立
地

を
し
て
、雇
用
の
拡
大
や
税
収
の
増

加
を
図
り
、こ
れ
を
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
還
元
す
る
と
い
う「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」を
呼
び
込
む
た
め
の
プ
ラ
ン

で
、長
い
ス
パ
ン
の
中
で
考
え
て
い
く

も
の
だ
。総
合
計
画
は
町
の
最
上
位

計
画
で
、こ
れ
は
そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。

　　

施
政
方
針「
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
」の
中
で
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を

進
め
ま
す
。」と
あ
る
が
、そ
の
手
法
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
。

　
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
で
、ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
拡
充
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
比
較
検

討
を
行
っ
た
結
果
、Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
が
最
適
で
あ
る
と
の
結
論
が

出
た
。車
両
を
新
た
に
購
入
し
、バ
ス

の
運
行
は
事
業
者
に
委
託
。

　

今
秋
か
ら
の
実
証
運
行
を
予
定
し

て
い
る
。ま
た
、公
共
交
通
の
乗
り
継

ぎ
利
便
性
向
上
、西
鉄
の
バ
ス
停
や

Ｊ
Ｒ
駅
の
活
用
に
向
け
、西
鉄
や
Ｊ

Ｒ
九
州
と
協
定
を
結
ん
だ
。

案浦

案浦都市計画課長 町長

町長 「
新
生
・か
す
や
プ
ラ
ン
」

と
は「

ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」を

呼
び
込
む
プ
ラ
ン

町
長

　
15
年
後
20
年
後
の
町
が
、高
齢
者
に

と
っ
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
町
な

の
か
、何
ら
か
の
手
立
て
を
今
か
ら

で
も
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。「
新
生
・

か
す
や
プ
ラ
ン
」で
計
画
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
康
づ
く
り
を
中
心
に
、そ
し
て

介
護
と
も
連
携
し
た
社
会
を
構
築
し

た
い
。

　

働
け
る
方
、ま
た
、残
り
の
人
生
を

ゆ
っ
く
り
楽
し
く
過
ご
さ
れ
た
い
方
、

そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢
者
対
策
を
今
後

打
っ
て
い
く
。

　
最
重
要
施
策
は
。

　
多
様
な
子
育
て
支
援
を
進
め
、「
子

育
て
応
援
都
市
か
す
や
」の
実
現
に

向
け
て
、安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　

町
の
発
展
の
た
め
に
、「
新
生
・
か

す
や
プ
ラ
ン
」を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

施
政
方
針
に
お
い
て
、新
し
い
考

え
に
基
づ
く
地
域
の
特
性
や
資
源
を

生
か
し
た
利
益
を
生
み
出
し
、町
民

に
還
元
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築

す
る
と
し
て「
新
生
・
か
す
や
プ
ラ

ン
」を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
が
、ど

の
よ
う
は
計
画
か
。

　

開
発
を
契
機
に
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」を
呼
び
込
む
こ
と
で
地
域
経

済
を
活
性
さ
せ
、税
収
な
ど
の
生
ま

れ
る
利
益
を
、福
祉
や
教
育
、イ
ン
フ

ラ
整
備
、生
活
の
質
の
向
上
、そ
し
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
還
元

す
る
。こ
の
よ
う
に
循
環
さ
せ
る
仕

組
み
を「
新
生
・
か
す
や
プ
ラ
ン
」と

名
付
け
て
い
る
。

町長

町長町長

山𦚰

山𦚰

令
和
７
年
度

施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

「
新
生・か
す
や
プ
ラ
ン
」を

展
開
す
る

町
長

案
浦 

兼
敏

あ
ん
の
う
ら　

 

か
ね 

と
し

議員

動画はコチラから

や
ま 

わ
き　

 

ひ
で 

た
か

議員

山　

 

秀　

動画はコチラから

山𦚰
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能
性
も
あ
る
。国
か
ら
の
補
助
も
あ

る
よ
う
だ
が
、負
担
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
の
検
討
は
。

　

受
益
者
負
担
の
原
則
が
あ
る
。低

廉
な
料
金
で
提
供
す
る
と
民
業
を
圧

迫
す
る
こ
と
も
あ
る
。や
は
り
近
隣

の
地
域
公
共
交
通
を
や
っ
て
い
る
所

が
参
考
に
な
る
。

　
同
じ
く
民
業
圧
迫
し
て
は
い
け
な

い
と
し
て
、新
宮
町
や
春
日
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
料
金
は
１
０
０
円
に

設
定
さ
れ
て
い
る
。町
が
ど
れ
だ
け

こ
の
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
投

資
す
る
の
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

福
祉
バ
ス
は
無
料
だ
が
、Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
料
金
体
系
は
。

　
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
該

当
す
る
の
で
、運
輸
局
の
許
可
が
必

要
だ
。許
可
申
請
の
前
に
は
公
共
交

通
事
業
関
係
者
を
交
え
た
地
域
公
共

交
通
会
議
や
、運
賃
を
決
め
る
運
賃

会
議
を
開
く
こ
と
に
な
る
。民
業
を

圧
迫
す
る
の
で
決
め
る
際
に
は
運
賃

会
議
で
協
議
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
昨
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た
計
画
書

に
は
２
０
０
円
程
度
と
あ
る
が
。

　

先
行
実
施
し
て
い
る
近
隣
２
町
で

は
２
０
０
円
設
定
と
な
っ
て
い
る
の

で
、そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、設

定
す
る
予
定
。

　

福
祉
バ
ス
で
無
料
だ
っ
た
の
が
片

道
２
０
０
円
、往
復
４
０
０
円
の
予

定
。
一
週
間
に
２
回
利
用
す
る
と

８
０
０
円
、利
用
を
躊
躇
さ
れ
る
可

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
料
金
体
系
は

受
益
者
負
担
の
原
則
で

近
隣
町
を
参
考
に

町
長

本田 本田本田

本田本田

　

ネ
ッ
ト
で
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

事
件
化
し
て
い
る
が
、高
校
生
が
い

じ
め
に
あ
っ
た
と
き
、町
の
対
応
は
。

　

現
在
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
の
案
件
は
な
い
。も
し
あ
っ
た
場

合
に
は
傾
聴
し
、必
要
に
応
じ
専
門

機
関
の
警
察
な
ど
の
相
談
窓
口
に
紹

介
し
、支
援
体
制
を
整
え
た
い
。

　

ネ
ッ
ト
検
索
し
た
と

き
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
乳
幼
児
関
係
が

多
く
、高
校
生
が
相
談
す

る
所
で
は
な
い
の
で
は
と

思
っ
て
し
ま
う
。相
談
窓

口
の
案
内
は
。

　
県
が
設
置
し
て
い
る
福

岡
い
じ
め
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ン

タ
ー
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、

周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
い
じ
め
問
題
の
解
決
に
行
政
が
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。い
じ
め
は
駄
目
だ
と
町
民
み
ん

な
が
理
解
し
、子
ど
も
を
見
守
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
。町
の
考
え
は
。

　

町
長
に
も
そ
の
都
度
報
告
し
、情

報
を
共
有
し
て
い
る
。県
も
、い
じ
め

Ｓ
Ｏ
Ｓ
レ
タ
ー
と
い
う
も
の
を
配
り
、

必
要
な
子
ど
も
は
書
い
て
送
る
こ
と

が
で
き
る
。学
校
に
も
連
絡
が
あ
り
、

町
と
し
て
は
助
か
っ
て
い
る
。ま
た
、

直
接
町
に
メ
ー
ル
や
町
長
へ
の
手
紙

と
い
う
の
も
あ
り
、間
口
は
広
い
と

思
う
。 

宮﨑宮﨑

宮﨑

子ども未来課長

教育長

子ども未来課長

都市計画課長都市計画課長

い
じ
め
問
題
解
決
に

行
政
の
関
わ
り
は

町
長
に
報
告
し

情
報
共
有
し
て
い
る

教
育
長

町長

本
田 

芳
枝

ほ
ん　

だ　
　

よ
し  

え

議員

動画はコチラから

た　

が
わ　

 

ま
さ 

は
る 

宮
﨑 

広
子

み
や 

ざ
き 　

ひ
ろ　

こ

議員

動画はコチラから

ＡＩオンデマンドバスイメージ図

福岡県いじめレスキューセンターチラシ

ち
ゅ
う
ち
ょ



※ＱＲコードは㈱デンソー
　ウェーブの登録商標です。

　今回のかすやびとは、視覚障がい者や高齢者のための音訳ボランティアとして
町の広報紙などの情報を届ける活動をしている「ぱーる会」を紹介します。

ぱーる会の始まりは？Q
婦人会を卒業したメンバーで高齢者福祉施設のシーツ交換などのボランティアを
していましたが、町には音訳ボランティアがなかったので、研修を受け2000年か
ら活動を始めました。

A

活動の中で困っていることは？Q
大きな録音機材を持って移動しなけれ
ばならないので、いつでも使える決まっ
た活動場所が欲しいです。

A

図書館・福祉センター・役場で貸し出しを行っ
ています。誰でも借りることができ、視覚障が
い者の方には「ぱーる会」が再生機を持ってご
家庭にお届けします。利用されている方は少
ないので、もっと増えたらいいですね。

A

録音したCDなどの貸し出し場所は？Q

専門用語や表・グラフが出てくるので、調べて分
かりやすくして話しています。A

議会だよりの音訳で苦労していることは？Q
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6月6日（金）
９：３０ 開会（予定）

6月9日（月）から
９：３０ 一般質問（予定）

次回6月議会は・・・
お知らせ

～かすやびと
　　スポットライト～ 

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

　議員改選に伴い、次号より新体制となります。
これまでご愛読ありがとうございました。

編集後記
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